
Ⅰ．はじめに

新人看護職育成のための教育は各所属施設において

OJT(on the job training)方式により行なわれているのが

一般的である。竹尾 は「我が国において，専門能力育成

に投入された人員や時間，費用などを評価し，明らかにし

た報告は皆無である。どのような指導をしたか，いかに支

援や研修が新人の能力育成に役立ったかという視点での報

告が多い」と述べ，2001年に新人看護職の育成にかかわる

事象に関して経済的視点から「看護専門能力の育成とマン

パワー確保に関する研究」を報告した。この中で，日本の

現状に基づいた看護職のマンパワーの確保と専門能力育成

にかかわる，経済評価のための枠組みやカテゴリについ

て，①求人諸活動費用，②新人採用選抜諸活動費用，③1

年目に実施されるオリエンテーションや研修等の費用，④

新人の生産性減少に伴う支援量，⑤退職活動に投じられる

費用，⑥欠員期間の支援量，の合計6つを提示した。これ

に基づいて費用を算出した結果，新人看護職1人当たりに

投入される費用は年間総額約130万円～160万円であった

と報告している。また，研究の限界について調査対象が国

立病院および国立大学附属病院の3施設であり，対象施設

が少なく設置母体にも偏りがあると述べている。

看護の現場においては，安全で優れた看護を提供するた

め，優秀な新人の採用とその後の育成にむけて多くの人

的・時間的・経済的投資が毎年繰り返し行なわれている。

これらの新人育成諸活動の育成費用を明らかにすること

は，そのための投資の必要性や適切性を検討する資料とし

て重要であると思われる。

本調査は調査対象を全国の厚生労働省立国立病院に拡大

し，前述の経済評価枠組みのうち支援量を含まない実費用

の部分を，新人看護職育成に関わる費用としてまとめたも

のである。

Ⅱ．研究目的

本研究の目的は，新人看護職育成のために初年度1年間

に投じられる諸活動を経済的視点から分析し，その費用を

算出することである。
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Ⅲ．研究方法

調査対象は厚労省立の全国国立病院61施設である。郵

送法による質問紙調査とし，各施設の看護部長宛に，研究

の趣旨を文書で説明，研究への協力に賛同した場合に回答

の返送を依頼した。

１)調査内容

調査項目は，所属病院の総病床数，施設の平均病床利用

率，看護職員数，平成12年度面接者数，採用者数，退職

者数，および竹尾らによる経済評価枠組みのうち実費用に

関する以下の(1)から(4)である。

(1)新人看護職求人活動に投入された費用(以下，求人

活動費用)

① 雑誌等広告料

② 求人目的の出張等費用

③ 募集要項等作成費用

④ 求人説明会等費用

(2)新人看護職採用選抜活動に投入された費用(以下，

選抜活動費用)

① 筆記試験に要した費用

② 面接に要した費用

③ 採用決定に要した費用

⑤ 諸手続に要した費用

(3)新人看護職1年目に行なわれたオリエンテーション

や研修等に要した費用(以下，1年目研修費用)

(4)退職に伴う活動（面談および事務手続）に要した費

用(以下，退職費用)

(一般的に退職した看護職数を補うために新たな新人

採用，育成のための投資がなされると考え，ここでは一連

の新人育成費用の一部として算出した。)

２)各活動に要した費用の算出方法

(1)求人活動，(2)選抜活動，(3)1年目研修活動および

(4)退職活動の全てに対して，看護部長，副看護部長，看

護師長，病院長／副院長，スタッフ，医師，事務長，事務

官が行なった活動の時間数および延べ人数を調査した。職

種別の時給は平成11年度公務員給与表を使用し，実働20

日，1日8時間で求めた(表1)。

活動費用は実施者の給与幅を考慮し各職給与額平均額，

最低額，最高額を用いて算出した。職種ごとに時給，時間

数，延べ人数を乗じ，諸活動ごとの額を求め，それらの総

額を算出した。

３)新人看護職1人当たり費用の算出方法

算出の式を表2に示す。竹尾 の算出方法を参考に(1)

求人活動費用は総額を前年度退職者総数で除し，(2)選抜

活動費用は総額を新採用者数で除し，(3)1年目研修費用

は総額を新採用者数で除し，(4)退職費用は総額を退職者

数で除して求めた。

Ⅳ．結果および考察

調査表の配布数61，回収数21(回収率34.4％)である。

施設統廃合等の事情により2施設を除外し有効回答数

19(回答率31.1％)とした。

１．対象施設の背景

調査対象施設の背景を表3に示す。調査対象19施設の

平均総床数は427床(144～710床)で規模別にみると300

床以下5施設，301～500床7施設，501床以上7施設であ

る。回答施設18施設の看護職員数は平均207人(46～400

人)で，調査時期とは異なるが厚労省ホームページ資料

によると，平成14年3月31日現在，療養所を除く全国国

立病院数は65施設，病床数平均433.6床，看護職員数

175.6人であり，これと比較すると調査対象施設の規模は

平均に近く，看護職員数はやや多い結果である。

新採用者数の看護職員数に占める割合は平均8.6％(最

低0％～最高20.7％)で，齊藤ら による平成9年近畿地
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表 1 職種別時給 単位(円)

職 種 平均(Min.～Max.)

看護部長 7,243(6,480～8,006)

副看護部長 5,717(5,106～6,328)

看護師長 4,930(4,147～5,713)

病院長/副院長 13,538(5,591～21,484)

スタッフ 3,907(3,333～4,481)

医師 7,091(4,452～9,730)

事務長 7,333(5,333～9,333)

事務官 4,037(3,556～4,517)

＊平成11年度公務員給与表に基づき算定

表 2 看護職1人当たり費用の算出方法

(1)求人活動費用＝その総額÷平成11年度の退職者数

(2)選抜活動費用＝その総額÷平成12年度の新採用者数

(3)1年目研修費用＝その総額÷平成12年度新採用者数

(4)退職費用＝その総額÷平成12年度退職者数

表 3 対象施設の背景

項 目(調査施設数) 平均(Min.～Max.)

病床数(N＝19) 427(144～710)(床)

看護職員数(N＝18) 207(46～400)(人)

年間面接者数(N＝15) 29.1(1～120)(人)

採用者数(N＝19) 18(0～63)(人)

採用数/看護職員数(N＝19) 8.6(0～20.7)(％)

退職者数(N＝19) 18(0～49)(人)
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方300床以上の国立病院10施設の調査結果13.9％と比較

すると低値である。

平成11年度退職者数は平均18人(最少0人～最多49

人)で，平均看護職員数に占める割合は8.7％であり，日

本看護協会による2002年「病院における看護職員需給状況

調査」による平成11年度の平均10.9％と比較すると同様

に低値である。総じて本調査対象施設は看護職員の異動が

少ない施設といえる。

２．求人活動費用

１)求人活動費用

求人活動費用は①広告料，②出張等費用，③募集要項等

作成費用，④就職説明会等費用を合計した。1施設当たり

平均99449円(最少0円～最高784906円)，新人看護職1

人当たりでは平均5663円(最少0円～最高34082円)であ

る。施設当たり求人費用について竹尾 は最少11433円

～最高52688円であったとしている。

施設当たり求人活動費用の内訳を平均額で比較してみる

と，最も高額であったのは出張等費用の36169円であり，

次いで募集要項作成費用31674円，以下就職説明等会費

用の22659円，広告料8947円の順である。また，最も高

額であったのは募集要項等作成費用501600円である。

３．選抜活動費用

選抜活動費用は①筆記試験，②面接，③採用決定，④諸

手続を調査した。1施設当たり平均384691円(最少4320

円～最高961050円)で，新人看護職1人当たり平均

21496円(最少1207円～最高45494円)である。竹尾 は

施設当たり選抜費用326000～690000円，1人当たり

8000～26000円であったとしている。

施設当たり選抜費用について，各職別の投入費用を平均

額で比較してみると，事務官が最も高額で139370円(最

少0円～最高505925円)，次いで副看護部長136296円，

看護部長の97270円，看護師長8043円の順である。活動

内容別では，面接に投じられた費用は全体の約45％，諸

手続には約30％，筆記試験約12％，採用決定12％で，面

接選抜に関する費用が最も高額である。

４．1年目研修費用

卒後1年目研修等費用は，看護職を対象にしたオリエン

テーションや研修会について回数，総時間数，講師謝礼や

費用および関わった各職種の述べ人数および延べ時間を調

査し，各職の時間給を乗じて総費用を算出した。研修は1

施設当たり1～5回(平均2.2回)行なわれ，施設当たり平

均費用は939169円(最少112555円～最高4090847円)，

新人看護職1人当たり平均費用は74656円(最少7362円

～最高202850円)である。

竹尾 は調査3施設の結果を金額のばらつきが大きく最

少118000円～最高3471000円，1人当たり費用では最少

5000円～最高21000円であったと報告している。

施設当たりの1年目研修に投じられた金額を職種別に平

均額で比較すると最も高額なのは看護師長で643399円

(最少18661円～最高3697892円)，次いでスタッフが

115258円(最少0円～最高1209938円)，副看護部長は

82125円，事務官は53684円，看護部長は13173円，病

院長／副院長は17655円の順である。

５．退職活動費用

退職活動費用は，各職の面接時間，延べ人数，延べ時間

に時間給を乗じて総費用を算出した。施設当たり平均

60626円(最少0円～最高190152円)で，退職者1人あた

りに投じられた費用は，平均3929円(最少0円～最高14

731円)である。竹尾 は，1年目研修費用と同様に施設に

よってばらつきがあり退職者1人当たりでは最少2249円

～最高19351円であったとしている。

職種別比較では，最も高額なのは看護部長によるもので

あり29925円(最少0円～最高88069円)，次いで事務官

18803円，副看護部長5517円の順である。

６．新人看護職育成に要する費用

新人看護職育成のために1年目に投じらた費用とその内

訳を表4，図1に示す。回答施設は15施設であった。1人

当たり105744円と算出された。その内訳で最も高額をし

めるのは1年目研修費用で74656円(70.6％)，次いで選

抜活動費用の21496円(20.3％)，求人活動費用の5663円

(5.4％)，退職活動費用3929円(3.7％)の順である。

施設規模別の比較を図2に示す。300床以下の施設の育

成費用が最も高額で500床以下の施設の場合は最も額が少

ない。1人当たりの費用の比較では，300床以下は平均

29942円，301～500床は13461円，501床以上では8148

円である。このように施設規模が小さくなるほど1人当た

りの費用は高額になり，弱い負の相関(r＝－0.356)が認め

られた。図には示していないが採用者総数においても同様

に負の相関(r＝－0.418)が認められ，施設規模が小さく採

用者数が少ないほど新人看護職1人当たりの育成費用は高

表 4 新人看護職育成費用の内訳 N＝15，平均(円)

項目 1施設当たり費用 新人1人当たり費用

求人活動費用 99,449 5,663

選抜活動費用 384,691 21,496

1年目研修費用 939,169 74,656

退職活動費用 60,626 3,929

合計 1,483,935 105,744
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額の傾向であることが明らかとなった。これは求人，選

抜，研修，退職等のいわゆる新人育成活動は施設の規模や

採用人数の多少に関わらず一通りの作業が必要とされ，必

然的に1人当たり額は高額になるためと考えられる。

竹尾 は，1人当たりの新人看護職育成費用を最少1

332000円～最高1638000円であったとし，そのうち最も

高額なのは「生産性減少に伴う新人支援量に関する費用」で

総額の84.0～94.5％を占めると報告している。今回調査

した平均額105744円にはこの新人支援量は含んでおらず

比較は難しい。

本研究は国立病院全対象の約31.1％から得られた結果

であり，その実態を表す充分な調査数とはいえない。しか

し，全国規模で国立病院の実態に即した新人看護職育成費

用を算出できたことは意義のあることと考える。よい看護

を提供するためにはよい新人を選抜し育成していく必要が

ある。独立法人化をむかえる国立病院においては，施設ご

とに特徴のあるさまざまな変化が予測される。今後，その

中で新人看護職育成に投じられるべき費用の必要性や適切

性の研究がさらに重要になっていくと思われる。

Ⅴ．結 論

１．国立病院15施設において，新人看護職育成に投じ

られている費用は年額1人当たり平均105774円である。

２．その内訳では最も高額なのは1年目研費用で74656

円，以下，選抜活動費用21496円，求人活動費用5663

円，退職活動費用3929円である。

３．国立病院における新人看護職1人当たりの育成費用

は，施設規模および採用者数とで負の相関が認められ，施

設規模が小さく採用者数が少ないほど高額になる傾向であ

る。
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図 1 新人看護職育成費用

(1人当たり育成費用合計¥105,744)

図 2 病床数別看護職1人当たり育成費用比較

【要旨】 この研究の目的は，国立病院における卒後1年目の新人看護職育成のために投じられている諸活動を経済的現点か

ら分析しその費用を算出することである。全国国立病院15施設から回答を得て，新人看護職求人活動に投入された費用

新看護職採用選抜活動に投入された費用，新人看護職1年目に行なわれたオリエンテーションや研修等に投じられた費用，

退職に伴う活動に投じられた費用の合計を算出した。平成12年度に投じられた1施設当たりの費用は平均1,483,935円，1

人当たりの費用は平均105,774円と算出された。
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